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抄録 

核熱ロケット推進は、現在は主に米国で、次世代の推進機関として開発が進められている。本研究では、

既存の核熱ロケット推進モデルよりも更に性能の向上を図るため、燃料に再処理 Pu を利用することで、

どのように性能が変化するのかを解析している。解析には SCALE コードシステムを用いた。 
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1. 緒言 

核熱ロケット推進を開発、運用するためには、可能な限りの性能の向上が望まれている。過去に制作さ

れたモデルには高濃縮 U 燃料が使用されていたが、核保障的な要因により現在提唱されているモデルで

は低濃縮 U 燃料が使用されている。しかし低濃縮 U 燃料では、性能の低下は免れない。そこで、提唱モ

デルで使用する低濃縮 U 燃料に再処理 Pu を添加することで、性能向上が可能かを調査した。 

2. 解析 

解析では、元のモデルで使用している燃料に再処理 Pu を添加

したモデルを作成し、原子炉の実効増倍率を計算した。原型となっ

たモデルは、韓国の  KAIST （韓国科学技術院）が提案する 

SULEU[1] であり、低濃縮 U 燃料を使用している。そのモデルの計

算には、ORNL が開発した SCALE コードシステムを用いて実効

増倍率を計算し、再処理 Pu の添加により、実効増倍率がどのよう

に変化するかを調べた。性能の向上は、小型化を行うことで達成可

能である。そこで元のモデルと同じ実効増倍率を持ちつつ、小型化

が可能かを評価した。 

3. 結果 

解析の結果、体系の実効増倍率が Fig. 2 の示すように上昇したこ

とが確認された。その結果により、反射体の体積を削減することがで

き、小型化が可能であることが示された。 

4. 結言 

本研究により、核熱ロケット推進用原子炉で使用される低濃縮 U 

燃料に再処理 Pu を添加することで、小型化が達成できる、つまりは

性能の向上が可能であることが示された。以上の結果を踏まえて、今

後は反射体のみならず原子炉全体を最適化していくことで、さらな

る性能の向上を図っていく。 
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Fig. 1: Cross section of the SULEU 

Fig. 2: Variation of 𝑘eff 
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